
 

 

平成 30年度 12月定例記者会見 次第 

日時：12月 25日（火）13時 30分～ 

会場：糸島市役所 庁議室 

 

【出席者】 

〔伊都国記者会〕朝日新聞、糸島新聞、西日本新聞、毎日新聞、読売新聞 

ＮＨＫ福岡放送局 

〔糸島市〕   市長、副市長、教育長 

  関係部    健康増進部、建設都市部、産業振興部 

  関係課    介護・高齢者支援課、建設課、商工観光課 

 

 

１ 市長あいさつ 

 

２ １月のイベント                    ●イベント情報 

 

３ 案件 

（１）ヤングシニア生きいき応援フェスタ 2019について 

（介護・高齢者支援課） ●資料 1 

（２）糸島市エンディングノートの作成・配付について 

（介護・高齢者支援課） ●資料 2 

（３）国道 202号今宿道路の開通について 

（建設課） ●資料 3 

（４）糸島市観光まちづくりセミナーの開催について 

（商工観光課） ●資料 4 

 

４ 市長短信                         ●短信資料 

 

 

 

５ 懇談・その他 

 

 

 

   ■次回定例記者会見の開催日時（予定） 

日時：1月 24日（木）13時 30分～ 

場所：糸島市役所 庁議室 

 



              ヤングシニア 

 生きいき応援フェスタ2019 

 
 
 
 

○概要 

おおむね60歳から70歳代の「ヤングシニア」の健康づくり活動や趣味・生涯学習・ボランティア

などの生きがい活動等を応援するため「ヤングシニア生きいき応援フェスタ2019」を開催します。 

 テレビキャスター川上政行さんの特別講演、粗忽家勘心（そこつや かんしん）さんによる健康落

語会のほか、日常生活の中で簡単にできる体幹トレーニングなどの運動指導を中心としたフレイル予

防講座、血管年齢測定や脳年齢測定の健康チェックコーナー、市内で活動されているヤングシニアに

よる発表会、趣味講座など、多彩なメニューをご用意しています。 

○経緯 

人生100年時代、できるだけ長く元気に自立した生活を過ごすためには「健康寿命」を伸ばすこと

が必要です。そのためには、日々の食生活や運動などによる健康づくり活動に加え、趣味・生涯学習・

ボランティアなどの生きがい活動、就労活動などが重要な要素になります。 

糸島市では、おおむね60歳から70歳代の「ヤングシニア」を対象に、これらの活動の活性化を図

るため「ヤングシニア生きいきプロジェクト」を推進しています。 

ヤングシニアの活動のきっかけづくりとして、昨年に引き続き、ヤングシニア応援生きいきフェス

タを開催します。 

○日時  平成31年２月３日（日） 午前10時半から午後４時 

○会場  糸島市立深江公民館（糸島市交流プラザ二丈館３階） 

○参加費 無料 

○申込み 川上 政行氏による特別講演のみ申込みが必要  

             申し込み方法は、別添のチラシをご参照ください。 

○主催  糸島市 

定例記者会見資料 

平成３０年１２月２５日 

健康増進部介護・高齢者支援課 

【問い合わせ先】 
健康増進部 介護・高齢者支援課 高齢者支援係 
担当：白石 
TEL：代表３２３-１１１１（内線１５６１） 
TEL：直通３３２-２０７０ 
ﾒ ｰ ﾙ：kaigokorei@city.itoshima.lg.jp 

mailto:kaigokorei@city.itoshima.lg.jp






糸島市エンディングノート  

「これまでの私とこれからの私～最期まで自分らしく～」 

の作成・配付について 
 

核家族化による独居世帯の増加や親族関係の希薄さから、孤立死への不安や死後の手

続きに関する相談が増えています。 

このエンディングノートは、最期まで自分らしくあるために、これまでの人生を振り

返り、今後の人生をどう過ごし、どう備えるのかを考えるきっかけとして市民の皆さま

にご活用いただくことを目的に作成しました。 

また、エンディングノートがあれば、もしものときも本人に関して行うべき手続きを

知ることができるので家族も助かります。 

 

●ポイント 

・高齢者にも記入しやすい文字サイズと記載スペースの広さに配慮しました。 

・記入しやすいページから書き進めることができます。 

・高齢者、障害者に関する相談先や法律に関する相談先を掲載しました。 

 

●公費支出０円 

今回の作成費用は０円で、公費からの支出はありません。市と発行業者で協定を結び

作成しました。費用は広告掲載料でまかなっています。 

（「あなたの空き家大丈夫ですか？」、「糸島市メモリアル婚姻届」、「こんにちは赤ちゃ

ん」に続く） 

 

●作成部数   ２，０００部 

※なくなり次第、配付を終了します。 

 

●配付場所 

・糸島市役所 介護・高齢者支援課窓口 

・糸島市地域包括支援センター窓口（前原東・前原西・前原・二丈・志摩） 

・糸島市健康福祉センター「あごら」及び「ふれあい」 

・介護予防センターはつらつ館 

・各校区公民館 

・糸島市図書館（本館・二丈館・志摩館） 

※上記のほか、平成３１年２月３日(日)開催の「ヤングシニア生きいき応援フェスタ 2019」、

同じく2月開催予定の「成年後見制度市民講座」などで配付します。 

定例記者会見資料 
平成 30年 12月 25日 

健康増進部介護・高齢者支援課 

【問い合わせ先】 
健康増進部 介護・高齢者支援課 
高齢者支援係 担当：原田 
ＴＥＬ：代表３２３-１１１１（内線１５６２） 
    直通３３２-２０７０ 



国道202号今宿道路(有田中央交差点～真方交差点)の開通について 

 

国道202号今宿道路の有田中央交差点から真方交差点までの区間が平成31

年 1月 27日（日）に開通します。これに先がけて、地元期成会の主催により

開通式典が行われます。 

 

➢道路の開通について 

〇開通日時  平成31年1月27日（日） 14時予定 

 

〇開通区間  有田中央交差点から真方交差点までの3ｋｍ（別図参照） 

 

〇工事期間  平成25年度～平成30年度（6カ年） 

 

〇事業主体  国土交通省 九州地方整備局 福岡国道事務所 

※開通に関する事業主体の報道発表は12月25日（火）予定 

 

 

➢開通式典について 

〇開催日時  平成31年1月27日（日） 10時から 

 

〇主催者   国道202号バイパス推進期成会 

※当期成会は平成 18年 7月から活動をされており、加布里校区、南風校

区、雷山校区の住民を会員として国道202号バイパスの早期完成に向け

て取り組みを行われてきている。 

期成会会長  柚木利道 氏 

 

〇式典場所  前原インターチェンジ西側（別図参照） 

 

〇式典詳細については一部未定のため、後日お知らせします。 

 

 

 

 

 

平成 30年 12月 25日 
12月定例記者会見資料 
建設都市部建設課 

担当 

糸島市役所 建設都市部 建設課 

樗木、大賀 

℡332-2076  Fax329-1311 
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糸島市観光まちづくりセミナーの開催について 

 

１，開催目的 

現在、（一社）糸島市観光協会と連携・協力して設立の取り組みを進めている「ＤＭＯ」について、

市内の関連事業者や各種団体、地域、市民等に、ＤＭＯに関する理解と周知、機運の醸成を図り、

「観光を核としたまちづくり」への参画、担い手育成をはじめとして、糸島を「稼げるまち」へ進めて

いくために開催するものです。 

 

２，主催 

糸島市 ・ （一社）糸島市観光協会  

 

３，開催日時・場所等 

○日時／平成３１年１月２３日（水）１４時～１６時３０分 （※受付は１３時３０分～） 

○場所／伊都文化会館 大会議室 

○定員／１００人（参加費無料） 

※申込締め切りは１月１６日（木） （定員になり次第受付終了） 

 

４，募集対象・申し込み方法等 

○対象／市内の観光関連事業者や各種団体、地域、ＮＰＯ、観光ボランティア、市民等 

○申込方法／セミナーチラシに必要事項を記載し、ＦＡＸで申し込み（Ｅメール、電話でも可） 

○申込先／（株）イデアパートナーズ（委託先） （FAX 092-739-6081） 

※セミナーに関する問い合わせは市役所商工観光課 （TEL 092-332-2080／直通） 

 

５，セミナー内容 

【講演①】 「観光地域づくりによる地方創生」 （５０分） 

         講師：観光庁 観光地域振興部 観光地域振興課 

茂 原 伸 幸 氏 （観光地経営推進官） 

 

【講演②】 「地域ＤＭＯ事例紹介～薩摩川内市観光物産協会の取り組み」（４０分） 

         講師：鹿児島県薩摩川内市 商工観光部 観光・シティセールス課 

             有 馬 眞二郎氏 （観光・シティセールス課長） 

 

【講演③】 糸島版ＤＭＯの可能性（３０分） 

講師：（株）イデアパートナーズ 代表 

井 手 修 身 氏 

 

【※ＤＭＯとは】 

「ＤＭＯ」とは、地域の「稼ぐ力」を引き出し地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った

観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、これを実現するための戦略の策定やマー

ケティングを行い、着実に実施するための調整機能を備えた法人のことを指します。つまり、地域の中心に

なって観光を盛り上げる団体（観光総合マネジメント組織）」がＤＭＯです。 

定例記者会見資料 （Ｈ３０/１２/２５） 

産業振興部 商工観光課 






